
主催:龍谷大学矯正･保護総合センター(薬物依存症班)共催:札幌マック　協力:DARS､北海道ダルク

【幕1日日】出会いのローDARSとはなにか7-　6月11日(土) 13:30-17:00

挨　拶と趣旨説明 龍谷大学

北海道クリスチャンセンター
〒060-0807札幌市北区北7条西6丁自

TEL:01 1 (736)3388

http://www.h3.dion.neJ'p/-hcc/

rダルク25年～わたし'と北海道～J

r刑事裁判における薬物依存症～APAR同法支漢～J

r当事者であること､援助者であること～福祉の視点～J

rダルクの内(うち)と外(そと)～仲間たちの視点～J

まとめ

(夕方の部) ～懇親会～

[幕2日日】別れのEl～北海辻で薬物依存について罷りましょう～

(午前の部)

rくつなぎ･ひきだす)連帯を力に～公共政策の視点～J

r依存症と発達障害J

r垂の内と外の薬物依存症J

(午後の部)

r女子矯正施設の現場からJ

r薬物依存の現場からJ

仲間たちと一緒にミーティングをしてみましょう

日本ダルク

NPO法人アパリ

三竃ダルク

京都ダルク

l　夫育仁士　l伸恒真岳武伸硝雌朋馴順鞘

6月12日(日) 9:45-17:00

龍谷大学　土山希美枝

医　　師　中野　育子

医　　師　長谷川直美

札幌マック　住谷暮久乃

北海道ダルク　森　　　亨

北海道ダルクのなかま

r話し合い～北海辻の～薬物同居について括りましょう～J

それぞれの人たちが､それぞれの立場から､ r何ができるのか｣伝し合いましょう｡

【クロージング･セレモニー】



【薬物依存症者処遇プログラム研修】 ｢第7回薬物依存症者回復支援セミナー｣

【企画の趣旨】
わたしたちのグループは､ 10年以上にわたって､薬物依存症からの回復についての共同研究を行ってきました｡

まず､第1段階では､ ｢治療共同体｣について調査研究を実施し､そのひとつの例である｢アミティ｣という処

遇プロバイダーを日本に紹介しました｡第2段階では､アメリカの｢ドラッグ･コート｣と呼ばれる薬物関連犯

罪専門裁判所を調査研究し､日本への導入の可能性を検討しました｡これらの研究によって､ rドラッグ･コー

ト｣のコンセプトが注目を集めるようになり､より具体的な制度提案を望む声が大きくなってきました｡

今回の共同研究は､その第3段階に位置するもので､ 『日本版ドラッグ･コート構想』を実現するためのアク

ションプラン(行動計画)を策定し､実施することを目的としています｡わたした引ま､ ①これまで質量とも不

十分とされてきた｢回復プログラム｣についての情報を収集し､その評価研究を実施することによって､モデ

ル･プログラムを構築します｡ ②プログラムの実施のためには､その担い手の養成が不可欠です｡薬物依存から

の回復のためのプログラムのコーディネータ- (RC)とフアシリテークー(RF)を養成するための研修を企

画･実施します｡

RCは､医療機関･福祉機関･矯正施設等の職員､保護観察官､保護司､ NGOスタッフなどの回復支援者で

あり､回復者がプログラムを実践していくための環境を整備するスタッフです｡ RFは､回復者とともにプログ

ラムを実践していくスタッフで､治療共同体や自助グループではリカバード(回復者)が中心となります｡

将来的には､ RCおよびR Fの資格化を検討します｡また､プログラム実施機関の適否を評価するシステムの

構築を目指しています｡

将来的には､刑事施設､更生保護機関､医療機関､福祉機関､民間NGOなどの提供する薬物依存症者回復プ

ログラムおよび実施機関の認証システムを療築することによって､刑事司法からダイバートされた依存症者の受

け皿の開発に寄与することを具体的な目的としています｡

【参加希望者の募集】

今回のパイロット･セミナーは､出会いと語り合いを大切

にしています｡ワークショップなどの構成上､参加者を司法､

医療および福祉それぞれ12人､当事者16人､マスコミ関

係その他12人程度とします｡グループワークの性質上､一

定の職業やジェンダーに偏らないように調整します｡

参加希望者は､あらかじめファックスでお申し込みください｡

定員をオーバーした場合には､参加者を限定させていただき

ますので､あらかじめご了承ください｡募集後､速やかに事

務局より参加の可否をご連絡をさせていただきます｡

【費用】

資料代3000円+カンパ

【申し込み締め切り】 5月27日(金)必着

セミナーの情報については､ NPO法人アパリ､および

龍谷大学矯正･保護総合センターのホームページでも公

開しています｡

●NPO法人アパリ: http://www.apari.jp/npo

●龍谷大学矯正･保護総合センター:

http://rcrc.ryukoku.ac.jp/index.ph p

-お問い合わせ及びお申込み先- ‡612-8577　京都市伏見区深華塚本町67　電話075-645-2040

龍替大学清正･保書経合センター　FAXでのお申込075･645･2632

参加を希望される方は､ 【参加申込書】 ､ 【参加希望理由】にご記入の上､ FAXまたは郵送でお申し込みください｡

参力口申込書 
7リガナ ��

お名前 ��劔ご所属.ご職業 (差し支えなければ) ��

ご住所 ��r�

FAX番号 ��電話番号 ��メール アドレス ��

【参加希望理由】
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